
い
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
遊
休
二
臼
制
刷
を
迎
}
え
、
余
綴
を
有
意
義
に

過
ご
す
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
と
い
う
お
向
い
合
わ

討
せ
が
増
え
て
い
ま
丈
き
で
「
あ
な
た
の
少
し
の
時
闘
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
」
と
、
呼
び
掛
け
て

恥
い
る
活
動
の
拠
点
墓
地
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
童
会
き
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

究

会
と

夕

闇

}
h
z
m
z
a
F
S
L
m
m
a
}

で
あ
っ
て
、
す
べ
て
霞
が
関
与

主

務

訟

宮

野

饗

襲

警

コ

す

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

そ

こ

さ

わ

明

d
革
命

d
g

制

2
8
8
d
g
主
主

Z
網

a

d

e

d

2

1
縛

{

以

判

で

必

要

と

な

る

の

が

、

み

な

さ

ん

み
溜
あ
な
た
の
周
り
を
見
渡
し
て
み
階
段
を
登
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
に
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

訟
で
く
だ
さ
い
。
だ
れ
か
空
習
い
た
ら
周
り
史
揺
を
掛
け
、
み
ボ
ラ
ン
一
七
ア
活
動
は
、
震
芝
ボ
ラ
ン
一
7
f
ア
活
動
に
義

品
強
を
求
め
て
い
ま
せ
ん
か
。
な
さ
ん
で
介
助
し
て
く
だ
さ
い
。
の
み
な
さ
ん
が
余
椴
を
利
用
し
し
て
い
々
た
き
、
住
み
慣
れ
た
地

主
要
荷
物
書
っ
た
お
年
寄
り
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
て
、
知
警
技
術
、
労
力
を
毒
事
安
心
し
て
雪
せ
る
よ
う
、

を
凸
見
掛
け
た
ら
手
を
差
し
の
べ
て
と
し
た
勇
気
の
手
を
待
っ
て
い
る
で
提
供
す
る
活
弱
で
す
。
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
だ
さ
い
。
一
人
ぼ
っ
ち
の
お
革
人
は
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。

ん

寄

り

が

近

所

に

い

た

ら

話

し

相

手

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

は

、

い

つ

で

も

ど

籍

金

吾

予

を

蓋

つ

控

パ

時
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
白
い
つ
え
こ
で
も
、
で
き
る
の
で
す
。

9
3
4
4
{
2
-
2
4
i
L
3
8
1

一
で
を
持
っ
た
人
が
街
角
で
考
一
え
こ
ん
そ
し
て
自
分
の
た
め
、
拍
車
燦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ι

に
受
ボ
ラ
ン
一
ア
ず
ア
セ
ン
タ
ー
で

加
で
い
た
ら
、
そ
れ
は
道
が
わ
か
ら
の
た
め
の
活
動
言
、
身
近
な
人
録
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
八
十
七
は
、
働
き
盛
り
の
凶
十
代
か
ら
五

が
な
く
な
っ
た
と
き
で
す
。
あ
な
た
た
ち
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
の
あ
り
、
登
録
人
数
は
一
一
千
一
一
一
百
九
十
代
の
男
性
を
求
め
て
い
ま
す
。

口
の
右
手
書
し
て
く
だ
さ
い
。
重
へ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
広
十
四
人
で
す
。
年
齢
は
、
十
代
か
そ
れ
は
、
血
液
葬
の
た
め
の

い
山
ま
た
、
車
い
す
の
人
は
自
力
で
が
る
の
で
す
。
ら
八
十
代
ま
で
と
嬬
広
い
績
の
み
連
続
や
貰
い
物
、
会
議
等
へ
の
送

の

m
2
3
}
'
z
b
;
f
F
!
i

な
さ
ん
が
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
迎
、
官
公
庁
や
学
校
か
ら
の
通
知

器
擁
立
吾
妻
室
フ
ご
コ

齢
譲
唱
す
月
比
翠
を

τく
rd

由
、
人
数
約
に
は
高
齢
警
の
方
が
文
の
奇
襲
、
毒
自
主

自
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
筆
記
、
車
い
す
の
介
助
等
、
様
々

叫
私
た
ち
は
、
だ
れ
で
も
住
み
慎
重
e

掃
除
な
ど
)
の
襲
入
男
性
が
三
百
五
十
一
一
一
人
(
一
六
な
要
望
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ザ
ヰ
れ
た
地
域
で
家
庭
生
活
を
し
た
い
ハ
的
日
常
生
活
の
訓
練
、
由
民
い
計
)
と
、
協
力
し
て
い
る
方
が
非
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

口
と
懸
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を
物
、
外
出
の
付
き
添
い
な
ど
が
在
常
に
少
泣
い
で
す
。
た
い
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

の
実
現
す
る
た
め
に
は
、
在
宅
福
祉
笥
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
な
い
鰭
人
ブ
に
参
加
し
た
い
方
、
少
し
の
持

い
い
サ
ー
ビ
ス
の
ム
充
実
に
重
点
を
震
か
こ
れ
に
は
、
家
践
奉
仕
員
(
ホ
登
録
は
、
八
十
二
人
(
努
性
一
一
一
十
関
だ
け
で
も
お
手
伝
い
を
し
て
み

は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
)
の
派
遣
や
一
ア
イ
六
人
)
で
、
年
々
婚
加
し
、
ふ
れ
た
い
方
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

間
生
活
の
相
談
、
話
し
相
手
、
身
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
い
広
場
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

ー
の
回
り
の
披
露
、
家
事
(
食
事
・
家
庭
生
活
は
私
的
な
生
活
の
営
み
等
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
訪
ね
く
だ
さ
い
。

h
e
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で
人
判
。
一
③
そ
の
他
国
内
、
国
外
を
問
わ
ず
一

川
り
再
る
一
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望
さ
れ
る
方
一

毘

取

。

れ

一

一

が
も
分
わ
一
な
お
、
成
長
義
さ
れ
て
い
る
一

立
品
加
わ
一
ご
家
庭
は
来
年
度
も
継
続
と
さ
せ
一

献

会

は

が

一

一

じ
の
間
導
一
て
い
た
だ
く
の
で
、
登
録
を
取
り
一

向
節
時
指
一
消
さ
れ
る
場
合
は
、
交
流
続
韮
討
議
一

時
付
信
一
交
流
続
童
三
内
線
五
九
七
)
一

泊

唱

、

て

一

に

ご

連

絡

を

。

一

回

軒

呈

つ

一

一

一

食

の

れ

よ

一

I
l
l
i
-
-

一

今

年

の

四

月

に

小

学

校

に

入

学

一

ょ

う

、

次

の

こ

と

に

注

意

し

、

入

一

{

滋

ぴ

〕

一

的

し

つ

け

を

教

え

て

お

こ

う

給

攻

ら

に

一

一

す

る

新

一

年

生

は

、

喜

一

点

一

一

一

晶

子

署

迎

え

て

い

た

だ

き

た

い

。

す

い

ろ

い

ろ

な

友

達

と

外

で

一

三

・

「

い

た

だ

き

ま

す

」

「

ご

ち

そ

兇

れ

任

一

摺

擦

理

解

講

座

一

千
七
百
人
と
な
っ
て
い
る
。
二
襲
}
一
に
仲
良
く
遊
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
一
言
患
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
一
か
ら
雪

4
7日
ま
で
に
安
一
家
宅
義
務
教
育
費
の
支
払
い
一
を
閑
開
催
し
ま
す
…

入

学

す

る

お

子

さ

ん

の

い

る

ご

一

マ

就

学

時

健

康

診

断

で

治

療

す

る

一

て

お

こ

う

一

・

テ

レ

ど

を

間

凡

な

が

ら

食

べ

な

い

一

れ

た

生

徒

一

に

お

臨

む

(

生

活

保

護

停

止

渡

一

一

家
庭
で
は
、
四
月
か
ら
元
気
に
楽
一
ょ
う
一
掲
示
さ
れ
た
項
訴
は
早
く
治
一
円
し
つ
け
}
一
・
一
品
ず
つ
食
べ
て
し
ま
わ
ず
、
一
な
お
、
外
国
籍
で
市
内
の
小
・
一
後
二
巾
民
税
非
課
税
役
併
な
ど
)
一
{
今
釘
の
綴
袋
問
問
認
と
難
決
葱
等
一

学
校
に
遇
う
こ
と
が
で
き
る
一
療
し
て
お
こ
う
一
マ
あ
せ
ら
ず
に
子
供
と
一
緒
に
行
一
主
食
、
鋭
章
K
代
わ
る
代
わ
る
食
一
中
学
校
に
入
学
柔
察
さ
れ
る
方
一
の
と
き
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
一
弁
務
凸
嘉
一
諸
説
一

離

鰯

麟

麟

鴇

緩

畿

欝

毅

欝

鯵

¥
P
R
f
b一
fp一
致

し

な

が

ら

教

え

て

お

こ

う

一

言

一

は

お

申

し

出

を

。

ま

た

、

国

立

や

ー

一

援

助

し

て

い

る

。

一

言

時

2
2日
未
)
午
後
一
言
時

3

3

日
(
水
)

雛
鶴
欝
欝
警
繕
議
襲
務
審
轟
犠
守
草
案
起
き
、
身
の
回
り
の
整
一
。
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
き
れ
い
に
一
私
立
の
学
校
に
入
学
す
る
と
き
一
マ
対
象
と
な
る
経
資
学
用
品
一

2
時
1
4
時

一

2
時
1
4時

麟
鱗
麟
鱗
欝
欝
静
臨
機
鱗
擁
転
都
ヂ
議
↑
↑
ん
閉
塞
頚
(
と
ん
)
の
習
慣
を
つ
け
一
食
べ
る
一
は
、
閉
山
畿
と
入
学
す
る
学
校
の
単
一
晶
子
通
学
用
品
費
、
苦
手
キ
ャ
一
玄
議
中
心
白
書
館
3
酔
四
千
一
マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
ラ

欝

鱗

鶴

鱗

関

問

ぷ

機

韓

協

織

機

猿

麟

犠

~

ん

で

お

こ

う

一

一

蓄

を

持

右

手

し

、

騒

ヰ

い

て

い

た

…

ン

プ

@

修

学

専

霊

費

、

給

食

一

ル

一

ザ

第

五

議

室

(
M
Nピ
ル
話
)

鶏
機
鱗
欝
轍
g
d麟
離

麟

機

ら

互

い

こ

と

患

い

こ

と

が

き

ち

ん

一

ふ

:

中

入

学

通

一

だ

き

た

い

。

一

賛

な

ど

一

議

部

難

民

高

等

弁

務

官

駐

日

…

7
霊
パ
ン
ト
マ
イ
ム
俳
優
一
一
月
一

Z
E警
市

警

鐘

欝

韓

盤

繋

麟

審

;

か

る

よ

う

教

え

て

お

こ

う

一

署

長

認

を

一

一

な

お

2
2け

て
と
代
表
よ

7
ブ

リ

ム

氏

一

言

葉

氏

一

挙

;

一

一

案

件

が

提

案

麟

額

融

鶴

隔

離

麟

機

マ

遊

び

に

行

く

と

き

は

三

一

一

義

務

教

育

費

に

一

る

家

警

あ

っ

て

も

、

四

月

か

ら

一

{

フ

ラ

ン

ス

入

吉

本

人

喜

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

交

流

喜

一

さ

れ

、

審

議

の

葉

原

案

芸

り

麟

盟

諸

舗

麟

畿

勢

代

時

間

な

ど

を

告

げ

る

豆

、

教

育

委

員

会

で

は

、

買

に

一

お

密

2
3

一

引

き

続

き

援

助

事

望

さ

れ

る

方

一

喜

一

交

流

窺

蕃

担

当

一

号

室

一

芸

さ

れ

た

。

護

審

砂

浜

畿

百

襲

撃

麟

撃

額

つ

け

て

お

こ

う

一

L
E入
学

す

る

お

子

さ

一

一

は

手

続

き

が

必

要

と

な

る

O

E

-

-

1

1

1

1

1

1

l

i

-

-

i

i

i

一
門
弾
力
条
項
の
適
用
に
つ
い
て
}

鱗
韓
関
彰
路
綾
織
鱗
鰭
灘
麟
騨
麟
鱗
麟
麟
鱗
一
躍
審
議
的

za

一
ん
の
い
る
家
涯
に
、
践
に
入
学
週
一
教
育
委
員
会
で
は
、
小
@
中
学
一
く
は
学
務
品
開
学
事
係
(
内
線
五
一
二

i

i

一
平
成

4
Z月
の
市
営
競
輪
総

額

鑑

機

麟

蕗

議

欝

贈

す

ら

な

い

入

に

声

を

掛

け

長

一

知

書

郵

送

し

て

雲

。

入

室

一

校

に

遜

晶

子

す

る

お

子

さ

ん

の

い

る

一

一

一

)

に

お

尋

ね

を

。

一

問

網

開

聞

を

お

費

、

し

す

る

一

催

中

に

、

車

券

売

り

上

げ

震

に

欝
欝
鱗
麟
鶴
議
議
離
議
麟
機
鱗
鱗
鱗
欝
制
て
も
、
つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
教
一
知
審
議
か
な
か
っ
た
り
、
通
知
一

i

I

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-
ー

一

J

d

一
伴
い
払
戻
金
そ
の
他
の
経
費
が
不

鱗
臨
機
構
五
分
で
;
一
日
ー
読
む
と
!
?
の
主
主
自
民
一
口
E
p
h
-
-

機

関

襲

撃

鯵

襲

撃

て

行

動

で

き

る

よ

う

事

;

…

ニ

主

主

要

一

一

な

さ

ん

が

、

お

祭

り

な

ど

の

イ

ベ

一

雲

、

青

少

年

産

な

ど

重

量

産

主

宣

言

欝

欝

議

離

欝

擁

護

駐

韓

議

欝

d

ど
に
つ
い
て
は
警
一
絡
に
歩
い
一
マ
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
一
議
書
課
で
は
、
ホ
I
ム
ス
一
も
の
の
、
す
ば
ら
し
い
ふ
れ
あ
い
一
ン
ト
高
か
れ
ま
さ
、
会
場
の
吉
活
動
す
る
喜
一
秒
差
襲
翼
認
の
設
置
き

襲

撃

議

襲

色

豊

襲

麟

1
f
て

見

で

お

こ

う

で

小

学

校

昭

和

室

4
7臼
一
一
ア
イ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
長
一
の
機
会
と
な
る
ば
か
り
か
、
交
流
一
室
気
が
盛
り
上
が
り
楽
し
く
で
一
マ
お
貸
し
す
る
霊
綿
菓
子
一
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

議

襲

警

護

騒

務

i議
警

ρ
〆

二

重

一

か

ら

ω21臼
ま
で
に
憲
一
震
の
登
録
を
、
常
時
お
受
け
し
て
一
の
輪
左
が
り
、
警
れ
た
ご
一
き
る
よ
う
J

ベ
ン
ト
用
霊
喜
一
機
、
ポ
ッ
プ
コ
1
ン機、

2一
望
す
る
条
例
〕

議

機

騒

議

議

一

J
f々
グ

ト

J
ルゲ
)

F

V

一
恥
(
山
中
新
一
年
生
の
給
食
は
五
月
か
ら
一
れ
た
児
童
一
い
る
。
一
家
庭
か
ら
感
謝
が
寄
せ
ら
れ
て
い
一
貸
し
し
て
い
る
。
お
貸
し
す
る
期
一
機
、
テ
ン
ト
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
一
平
成
4
年
度
一
霊
で
世
指
摘
し
て

3
1
4
4
6
j

一

二

始

ま

る

。

食

事

を

し

な

が

ら

基

本

了

中

学

校

昭

和

室

4

7
日
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
あ
る
一
る
。
ぜ
ひ
登
録
を
。
一
間
は
5
臼
以
内
。
重
さ
れ
る
団
一
ブ
、
マ
イ
ク
(
各
去
、
発
電
一
い
る
真
土
小
学
校
高
署
施
設

?
4
o
a
f
-
a
f
-
t
f
A
y
i
f
1
8
f
4為替
?
1
i
f
1
i
f
a
y
i
f
1
i
f
a
y
b
f
a
T
i
f
A考
古
お
受
け
し
て
い
た
だ
く
方
一
室
、
一
ニ
月
八
日
(
丹
)
ま
で
に
一
機

(
2
台
)
、
紅
白
幕

(
5枚
)
一
に
つ
い
く
名
称
、
筆
、
使
用

会
事

}
;
:
:
;
2
4
3

一
火
災
発
生
時
間
帯
は
午
後
九
時
か
一
期
に
入
る
。
こ
の
警
に
燃
え
る
一
室
草
富
山
守
主
主
一
地
域
づ
く
り
諜
市
民
生
活
係
(
内
一
マ
抽
選
日

3
5日
(
金
)
午
一
料
議
定
し
た
使
用
料
品
一
一
一

審

立

典

薬

子

、

遠

野

一

ら

午

前

三

時

ま

で

が

全

体

の

六

割

一

物

を

家

室

長

か

R
E
f
s校

4
1
6年
生
二
線
二
六
一
二
)
に
お
申
し
込
み
を
。
守
口
ノ
佼
空
会
議
案
一
千
円
、
利
用
量
2
雪

分

。

吉
泌
を
議
ね
て
築
く
火
災
ゼ
一
最
近
特
に
包
立
つ
の
が
放
火
一
火
災
は
一
瞬
に
し
て
尊
い
財
産
一
た
い
。
一

i
l
i
l
i
-
-
I
l
i
-
-
i
i
i
l
i
-
-
j

一

計
訪
日
ド
詰
一
ん
諮
訪
問
主
的
石
川
町
訪
ね
い
は
目
堅
議
酷
裂
を
一
う
欝
市
し
打
議
饗
欝
欝
韓

関
、
全
国
車
替
の
火
災
予
防
連
覇
が
一
り
が
で
き
て
い
な
い
雪
道
路
か
一
方
々
に
も
被
言
与
え
て
し
ま
一
ヱ
場
火
災
を
霊
し
て
の
喜
一
'
縫
懇
親
麟
翠

γ
市

町

伊

幹

量

翠

駐

韓

一

毒

さ

れ

る

。

一

ら

少

し

奥

に

入

っ

た

家

が

号

、

一

ぃ

、

特

に

放

火

に

よ

る

火

災

は

、

一

訓

練

が

行

わ

れ

る

。

一

襲

警

蕎

謡

界

属

議

襲

撃

翠

麗

機

一

家
を
留
守
に
し
て
い
る
と
き
や
家
一
中
島

3
月
5
臼

(

金

)

量

一

議

襲

警

畿

通

ヨ

ijzF撃

に
い
る
と
き
で
も
寝
静
ま
っ
た
夜
一
議
1
持

率

警

麗

諮

い

よ

f

M

?
議

一

路
な
ど
に
ね
ら
わ
れ
る
ケ
1
ス
が
一
マ
会
場
臼
本
た
ば
こ
産
業
平
塚
一
義
三
三
塁
議
~
へ

S
I
r
-
i
1
1

ぺ
J

重
義
鱒
鶴
一

一

一

可

動

灘

務

?

薬

品

章

一

襲

撃

?
?
i動
機
一

多

い

た

め

、

ほ

か

の

火

災

よ

り

被

一

工

場

一

平

襲

撃

牽

引

け

仁

義

畿

勢

鋭

機

襲

撃

一

警
は
大
き
く
な
っ

τし
ま

う

。

一

勧

え

て

レ

i
ド
一
市
で
は
、
こ
沿
土
木
建
築
技
一
ポ
ケ
ッ
ト
を
従
来
の
も
の
一
よ
り
一
一

火
災
は
慢
れ
と
油
断
か
ら
発
生
一
/
一
術
関
係
職
員
の
市
服
を
一
新
し
一
回
り
大
ぎ
く
し
た
ほ
か
、
ズ
ボ
ン
一

す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
一
マ
臼
時

3
月
6
5
(土
)

午

後

一

た

。

一

に

タ

ッ

ク

を

入

れ

る

な

ど

、

機

能

一

巻
先
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥
し
、
一

2
持
5
3時
一
ジ
ャ
ン
パ
ー
型
式
の
上
着
と
ズ
一
酉
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
♂
月

強
い
風
が
吹
く
な
ど
、
一
年
の
中
一
寸
会
場
平
山
部
M
Nピ
ル
1
平
塚
一
ボ
ン
は
、
湘
南
の
海
と
緑
を
イ
メ
一
束
か
ら
の
器
用
で
、
対
象
職
員
は

で
も
火
災
の
一
発
生
が
多
く
な
る
時
一
駅
ら
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
i
ド

一

l
ジ
レ
た
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
で
、
前
一
百
八
十
人
。

〈忽〉移露誌を五年Z主将号ま58

平 成 4年中の大災発生件数

は951牛で前年より 17件減少し

た。火災原思では放火が第 1

位 で18件となっている。

。磯援幼稚関教員…..・e・若手名
・受験資格昭和37年4月2臼以降に出生し、

る方及び 3月31

~I 

n 申し込み 受験申込書(教育総務課に用意)

を 2月22臼閉までに、本人が直接教育総務課

(内線5ll)に 持 参 す る

。磯護家縫議役員… 1名
・受署会資格 中学校以とを卒業し、 4月 1日

現在34議以下の女子

e 内容身体韓害者の家庭奉仕業務

・申し込み 申込書と受験票(職員課に用意)

膏児の悩みや子時的な保育などの相談をお受

けする地域育児センターが市内に 5か所設けて

ある。ご利用を。

会地域湾児センター

・平塚保育園 (宮の前4-13 電話21-0227)
・あさひ探育密(河内310 ・電話32-2137)
・八幡保育機 (四之宮235 ・電話21-0084) 
・金呂棋育園 (北金呂459-1 荷電話58-1882)
・官+自陣育問(平理5-22..50 ・電話33-3411)

慕本的な生活習領、発育、発達、

しつけ、遊びなどの育児全般

② 育 児 情報(育児図書、ビデオ)の提供

③地域との交流

佳一時保育イ保護者等が濁段、冠婚葬祭、ボラ

ンティア活動などのため、 時的に保育が必婆

となったとき乳幼児を保育する。有料

会問い合わせ先 兇案福祉諜保育係(内綿215)

。
一
般
法
捧
相
続

2
月
日
日
(
水
)
、
白
日
(
水
)
、

3
R
3
日
(
ホ
)
、
同
日
(
本
)
、

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
S
M
時

。
愛
記
、
掛
開
設
、
潤
毅
相
識

3
月ロ
E
(
金
)
、
日
時
1
3
日時

。
一
般
市
農
相
餓
毎
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
碍
j
t
J

同
時
(
担
呂

は
除
く
)

〈
〉
消
鱗
生
活
措
韻

2
月
四
日
(
金
)
、
出
自
(
金
)
、

3
月
5
日
(
金
)
、
沼
田
(
金
)
、

9
時
3
四時

。
定
剤
年
金
塘
該

3
月
日
臼
(
木
)
、
問
時
1
日時

ヘ
ゾ
下
鵠
取
引
相
法

2
月
日
出
(
木
)
、
日
時
却
分
t

、ft
即時

。
住
宅
相
識
(
新
築
浦
倍
な
ど
)
2
月
刊
日
(
火
)
、
日
時
t

、九時

八
〉
尭
明
帯
輩
特
許
相
談

3
月
8
H
(
舟
)
、
問
時
1
日時

を

青
少
年
格
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
j七
一
一
一
一
…

月
t

、，金曜日
9
時
3
四
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

つ
悩
み
ご
と
は
w

ヤ
ン
デ
テ
レ
ホ
ン
今
日

ω
i七
八
一
一
一

O

月
，
、
土
曜
日
9
時
8
日
時
加
分

複
判
官
会
館
お
!
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一

〈
〉
心
配
ご
と
噌
説
聾
週
月
曜
日
、
日
時
3
日時

〈
〉
専
門
(
法
棒
、
金
融
、
住
宅
、
医
揮
)
相
韻

2
月
刊
臼
{
木
)
、

日時
5
日
時
予
約
制

。
生
活
宣
撞
措
説
毎
週
月
3
金
曜
日
、

8
時
四
分
S
げ時

¥
〉
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
鋭
部
調
月
t
ふ也曜日、
8
時
却
分
1
打時

〈
〉
一
結
婚
相
談
轄
週
日
曜
日
、
山
時
3
日
時
(
第
3
日
曜
日
除
く
)

ο母
予
相
韻
-
察
躍
児
置
椙
舘
揮
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
時
j3、、，巾日団川時

ο高
齢
者
鞘
韓
相
談
毎
酒
丹
，

〈
合
ば
嬬
人
相
静
毎
月
第
2
木
即
曜
噛
日
、
叩
時
，
、
九
時



重軽499き聾

っ
て
意
識
が
少
し
変
わ
り
ま
し
が
、
男
女
共
に
積
極
的
に
参
加
し

た

。

て

い

く

べ

き

だ

と

思

い

ま

す

。

勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、
会
社
と
自
治
会
行
事
は
休
臼
に
行
わ
れ

家
と
の
間
を
往
復
す
る
だ
け
の
毎
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
女

臼
で
し
た
の
で
、
地
域
と
の
か
か
性
、
子
供
が
中
心
で
呉
性
が
少
な

わ
り
は
あ
ま
り
な
く
、
白
治
会
に
い
こ
と
で
す
。
労
働
時
閣
の
続
縮

対
す
る
関
心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
化
も
進
み
、
家
族
と
過
ご
す
持
問

た
。
し
か
し
、
子
供
が
生
ま
れ
、
が
多
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
一
市
a

県

民

税

の

申

告

時

期

と

な

一

方

一

マ

墜

機

費

授

徐

(

ぬ

万

円

を

超

え

そ
の
将
来
、
特
に
環
境
が
気
僚
か
の
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
一
り
、
市
で
は
出
告
が
必
婆
と
思
わ
一
・
給
与
所
得
以
外
に
営
業
、
農
一
る
医
療
費
を
支
払
っ
た
方
)
の
あ

り
に
な
り
、
自
治
会
を
見
つ
め
夜
女
性
だ
け
で
手
安
取
り
合
っ
て
一
れ
る
方
に
既
に
申
告
用
紙
を
送
付
一
業
、
不
動
産
、
初
子
、
配
当
、
原
一
る
方
は
、
民
総
ま
た
は
辰
療
機
関

レ
て
み
た
い
と
患
っ
た
の
で
す

o

h
淘
り
の
理
解
が
得
ら
れ
な
け
一
し
て
い
る
。
一
稿
料
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方
一
の
領
収
書
酉

自
治
会
へ
の
初
め
て
の
印
象
は
れ
ば
狐
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。
豆
照
紙
が
潟
か
な
い
受
号
も
、

7
2か
所
以
上
の
事
業
掛
か
ら
給
一
マ
社
会
保
険
料
袋
怖
の
あ
る
方

俸
制
が
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
識
を
高
め
、
周
り
へ
の
働
き
か
け
一
所
得
税
の
議
定
申
告
を
さ
れ
る
以
一
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
一
は
、
領
収
書
ま
た
は
支
払
誌
明
警

告
ょ
う
で
、
素
晴
ら
し
い
と
い
う
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
初
一
外
の
方
で
申
告
が
必
委
と
思
わ
れ
一
@
給
与
所
得
者
で
平
成
4
年
の
中
一
…
〉
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

ιと
で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
役
め
て
社
会
の
中
で
一
体
化
し
、
全
一
る
方
は
、
市
民
税
諜
窓
口
で
用
紙
一
議
仁
会
社
を
退
織
し
た
方
一
は
、
支
払
証
明
書

制
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
活
動
体
が
向
上
し
て
い
く
の
で
は
な
い
一
を
受
け
取
り
、
綴
綬
内
に
、
必
ず
申
一
-
一
定
の
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い
一
マ
寄
付
金
控
除
の
あ
る
方
は
、
支

状

況

が

タ

イ

ム

リ

ー

に

知

ら

さ

れ

で

し

ょ

う

か

。

一

告

を

。

一

な

い

方

一

払

誌

明

書

(

住

所

地

の

日

本

赤

十

品
こ
と
で
す
。
ま
っ
た
く
知
ら
な
昔
、
四
人
だ
け
の
小
さ
な
家
一
義
三
月
に
な
る
と
慾
口
が
一
マ
給
与
支
払
報
告
書
ま
を
公
約
一
字
社
霊
郎
、
ま
た
は
共
同
募
金

い
土
地
で
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
族
で
す
の
て
一
日
も
早
く
地
域
一
混
雑
す
る
の
で
、
「
申
告
書
官
の
喜
一
年
金
等
支
払
報
告
書
に
記
載
さ
れ
一
会
に
対
し
て
ぬ
万
円
を
超
え
る
等
一
市
営
所
市
民
ホ
ー
ル
以
外
に
、

不
安
感
は
大
分
小
さ
く
な
り
ま
し
に
溶
け
込
め
る
よ
う
努
力
し
、
三
き
芝
や
「
前
年
の
抱
一
丞
な
ど
一
た
内
容
と
異
な
る
方
、
お
よ
び
配
一
付
を
し
た
場
合
の
み
〉
一
次
の
会
場
で
も
申
告
吾
受
け
付
け

た
。
ま
だ
ま
だ
第
三
者
約
丘
場
で
供
と
一
緒
に
こ
の
素
敵
な
街
で
成
一
を
参
考
に
し
て
、
事
前
に
記
入
の
一
偶
者
特
別
出
銭
除
を
受
け
る
方
一
マ
損
害
保
険
料
控
徐
の
あ
る
方
一
る
。
申
告
抑
制
談
も
お
受
け
す
る
の

し
か
見
る
ご
と
が
で
き
ま
せ
ん
長
し
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
一
う
え
平
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
一
マ
平
成
5
字
え
月
1
臼
現
在
市
外
一
は
、
支
払
証
明
書
一
で
ご
利
用
を
。

生

活

者

晃

一

盟

そ

う

一

計

十

期

限

3
月
日
臼
(
丹
)
一
昨
日
計

21自立
持

品

開

諮

問

日

訪

れ

一

J

日

記

f)土
雲
民
館

安
雲
市
一
穂
子
さ
ん
(
潟
村
)
一
円
受
付
場
所
市
役
所
市
民
ホ
1
一

万

一

益

事

手

帳

な

ど

γ
2
A臼
(
火
)
神
田
公
民
館

私

の

?

長

か

ら

今

議

離

繋

今

ま

2
2く

量

一

j
対

象

と

な

る

芳

一

持

持

詳

ぃ

一

塁

事

態

一

一

一

日

間

一

日

間

山

町

一

も
な
意
義
わ
れ
て
い
る
ル
1

弘
警
撃
選
議
y

運

び

に

便

利

な

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

を

…

一

V
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
な
一
占
禁
裏
一
義
普
通
徴
収
係
一

i
月
2
a
(火
)
豊
田
公
民
館

i
j〈

2
二
七
三
刊
誌
爵
…
長
ピ
H
U
m
p計
三

時

計

訂

駐

日

刊

一

つ

ir--一

内

線

一

一

六

一

一

九

日

一

言

語

う
の
は
、
皇
の
忙
し
す
ぎ
る
:
に
取
り
警
」
と
で
す
。
離
欝
畿
麟
機
シ
ン
の
発
義
と
な
り
、
焼
却
炉
一
い
)
に
住
ん
で
い
た
宅
平
成
一
必
要
な
冊
一
豪
語
ナ
平
塚
税
務
署
人
課
税
第
一

1
・
3
月
5
臼

主

題

公

民

線

基
の
中
で
は
、
や
は
り
霊
な
赤
い
髪
で
大
き
な
娘
、
そ
ば
か

z

選

議

議

警

九

を

い

た

吟

粗

大

ご

み

と

し

て

埋

一

4

年

中

に

給

与

、

重

、

利

夫

一

ヤ

印

鑑

百

(

議

雲

一

四

g)
一
諜
一
需
は
午
前
9

宇
話
器

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
ノ
せ
め
ず
い
だ
ら
け
の
顔
で
止
め
ど
な
く
お
私
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
め
る
と
分
解
さ
れ
る
と
と
な
く
、
一
配
当
、
不
動
家
羽
よ
び
そ
の
ほ
か
一
マ
収
入
の
明
細
書
(
給
与
所
得
の
一
ー
ー

て
、
自
分
の
で
き
る
範
望
書
し
ゃ
べ
り
す
る
女
の
子
ア
ン

L
は

家

族

で

す

。

ご

み

処

蓄

を

い

っ

ぱ

い

に

し

て

一

の

所

得

が

あ

っ

た

方

…

在

費

徴

収

禁

ま

た

は

給

与

式

一

一

ご

害

援

は

み

な

さ

ん

の

土

貸
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

7
7
0美
し
い
自
然
の
中
で
母
親
と
し
て
子
供
た
ち
の
事
し
ま
さ
し
よ
う
。
ご
み
処
理
に
一
語
、
給
与
所
得
完
は
申
台
一
品
約
書
。
童
書
お
よ
び
不
一
課
税
台
帳
力
一
地
、
家
屋
な
ど
に
対
し
、
平
成
五

言
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
滑
ら
か
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
ア
ン
か
な
室
長
い
、
妻
と
し
て
人
関
す
る
経
費
は
私
た
ち
の
税
金
な
一
の
必
要
は
な
い
が
、
次
の
ょ
っ
な
一
撃
説
得
の
方
は
奴
支
内
訳
竜
一
ご
覧
に
な
れ
る
…
年
度
防
{
長
義
お
よ
び
都
市
計

子

育

て

が

終

わ

っ

た

待

望

だ

と

串

ゅ

う

の

て

す

の

梢

号

、

男

警

の

あ

る

少

閑

と

し

て

充

実

し

た

人

生

柔

め

の

で

す

か

ら

、

経

費

を

節

約

で

き

一

方

は

申

告

を

。

一

農

業

所

得

計

算

書

)

一

一

患

の

基

礎

と

な

る

毒

装

ι

め

再
び
仕
事
に
就
辛
口
た
い
と
望
む
友
今
、
私
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
女
た
ち
に
届
け
て
あ
げ
た
い
と
い
る
こ
と
は
あ
た
り
芯
え
の
こ
と
だ
る
か
は
私
た
ち
の
問
題
な
の
で
一
・
勤
務
先
か
ら
平
塚
市
に
給
与
支
一
マ
雑
翠
蔭
の
あ
号
刀
は
、
沼
山
一
一
一
万
一
日
(
月
)
か
ら
間
定
資
一
登
録
し
た
も
の
。
希
望
さ
れ
る
方

性
の
声
を
最
近
よ
く
耳
に
し
ま
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
ほ
ん
の
う
の
が
騒
い
な
の
で
す
。
と
患
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
に
す
。
た
っ
た
一
つ
の
害
購
入
三
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
…
署
ま
た
は
警
察
署
の
証
明
書
一
産
課
税
台
害
義
に
な
れ
る
。
一
は
、
期
間
に
印
鑑
を
お
持
ち
に

す
。
し
か
し
現
実
は
厳
し
く
、
職
一
時
で
も
心
を
休
め
る
お
手
伝
い
だ
れ
も
日
誌
な
く
信
頼
し
合
対
し
て
撃
を
感
じ
る
こ
と
が
且
取
る
に
つ
い
て
も
、
ち
ぷ
っ
と
掘
り
一

1
1
9
1
1
i
1
f
i
-
-
j

一
な
り
資
産
税
課
へ
。

場

復

帰

で

き

る

よ

う

に

な

る

凶

ナ

が

で

き

れ

ば

と

患

い

、

視

覚

障

害

い

、

ゆ

と

り

あ

る

心

で

お

手

伝

い

近

の

身

の

回

り

に

多

く

あ

り

ま

下

げ

て

い

く

と

こ

れ

だ

け

の

嘉

一

一

マ

富

3
月
1
日

(
5
3幻

加

で

且

歳

過

ぎ

で

は

ほ

と

ん

ど

が

パ

!

の

方

々

が

読

み

に

く

く

な

い

よ

う

し

合

え

る

よ

う

な

、

自

然

な

生

き

す

。

を

与

え

て

く

れ

ま

す

。

こ

れ

が

宇

一

一

日

(

月

J

刊

一

ト

扱

い

と

な

り

、

そ

の

中

で

希

望

に

、

て

い

ね

い

に

点

字

を

打

っ

こ

方

が

で

き

れ

ば

い

い

な

あ

と

、

今

例

え

ば

、

食

品

公

害

と

環

境

彼

活

者

の

視

点

で

す

。

一

了

時

間

午

前

8
時

翌

γ〉
午
後

舟
時
の
職
を
探
し
出
す

F

」
と
は
、
男
女
と
に
心
掛
け
て
い
ま
す
o

思

っ

て

い

ま

す

。

壊

で

す

。

便

利

さ

優

先

、

経

済

効

衣

食

住

を

は

じ

め

と

す

る

生

活

一

一

5
蒋

向

一

昨

昨

日

以

れ

甘

か

川

る

今

日

で

も

一

品

物

閉

山

し

よ

う

九

時

話

バ

斜

計

泣

い

山

内

日

民

一

対

日

目

一

一

時

寸

建

議

(

1

階
6
番

ぷ

を

差

点

字

図

書

製

作

ゆ

伊

藤

言

2
2
4
5
1警
浸

透

し

て

い

る

の

で

は

な

ょ

っ

と

違

っ

た

側

面

が

見

え

三

一

マ

可

愛

に

な

れ

る

方

量

産

の

こ

お

手

伝

い

を

し

て

い

苦

言

力

む

し

で

し

ょ

ミ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

手

。

そ

一

一

所

有

者

お

よ

び

震

の

襲

②

一

つ

も

感

じ

る

こ

と

は

、

男

性

の

参

家

庭

に

入

り

、

一

年

半

が

過

ぎ

し

か

し

、

警

鐘

が

関

こ

え

て

き

ん

な

生

活

者

か

ら

の

警

忌

市

民

一

一

資

産

所

有

者

の

納

税

管

理

人

お

よ

官

が

ほ

と

ん

ど

な

い

と

い

う

こ

と

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

こ

の

館

、

ま

せ

ん

か

。

私

た

ち

は

、

今

の

白

書

君

政

策

と

な

っ

て

重

さ

一

一

び

法

定

代

理

人

③

資

産

著

者

向

で

す

。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

は

綴

な

主

私

は

家

事

、

育

児

に

没

頭

し

、

新

分

の

事

b
し

を

ま

ず

み

つ

め

蔑

す

れ

る

よ

う

、

今

後

私

た

ち

も

さ

ら

一

一

の

委

任

状

も

し

く

は

向

重

吉

を

お

り

血

婦

が

や

っ

て

い

る

こ

と

だ

と

決

め

筒

、

テ

レ

ビ

だ

け

を

頼

り

に

外

の

こ

と

が

大

切

で

す

。

に

草

署

丞

め

、

よ

り

具

体

的

な

一

一

持

ち

の

方

日

日

開

つ

け

ず

、

も

っ

と

多

く

の

男

性

に

世

界

を

少

し

だ

け

の

ぞ

い

て

き

た

貰

い

物

を

例

に

考

え

て

み

て

く

運

動

に

つ

な

げ

て

い

き

た

い

と

怨

一

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

資

出

脱

税

課

償

も

参

加

し

て

い

た

だ

け

た

ら

と

願

よ

う

な

状

況

で

す

が

、

母

親

に

な

だ

さ

い

。

い

ま

す

。

一

一

却

蛍

霊

山

(

内

線

二

九

一

)

また、記念講演では女優の市原悦

子さんが f市原悦子オンステージj

と題して、太平洋戦争中の奄美辞島

での特攻隊長と鳥の娘さんとの手紙

のやりとりをつづった実話「海辺の

まなぎしj を朗読し、その独特な語

り口は会場を埋めた1400人の参加者

を魅了した。

「自分探しのお発(たびだち). 

出会いを新たにJをテ マとした第

40自平様子育新年婦人のつどいが、 1 

月22臼f1jB';センターで閣かれた。

今年は一般公募作品の中から女性

の生き方、あり方など、停車賓から得

たものを語り入賞となった 3人の

方々が f婦人の主張」を発表したa

広
報
広
勝
課
で
は
、

オ
を
制
作
し
、
土
月
一
一
十
日
(
土
)

テ
レ
ビ
神
祭
川
で
放
映
す
る
。

タ
イ
ト
ル
は
(
湘
南
ひ
ら
つ
か

ふ
る
さ
と
の
遊
び
一
で
、
石
け

り
、
く
ぎ
ぷ
ち
な
ど
の
昔
懐
か
し

い
子
供
の
遊
び
を
イ
ラ
ス
ト
を
申

心
に
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
現
代
の

子
供
の
遊
び
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

マ
放
挟
日

2
月
初
日
(
土
)
午

前
日
時
品
分

t
ロ
時

マ
番
組
名
「
こ
ん
に
ち
は
神
奈

川
」
テ
レ
ビ
神
奈
川

a選務委譲り、車丹市、市内見学

ーしらぴ王子、ニ子受数の姦ilJ緩物

喜平完喜及びアルプスの見学

・天下;こ名選言いTISi扇泉と言語ilJ)露

。B 怒 A 月 14EH樹~16B働

く〉重量 用 46，500円〈ノYスツアー)

oコース平揮しらび平一下島

高山半壊

く〉事加資格市内在母、夜勤の方

(先着80人)

a 問い合わせ先交流親善課〔内綿597)

-曲 Eヨ 霊琴空、ラ。クンパJレシ 夕、

パラのタンゴ

入場料 S席 4.000円、八席 3，500円

※読売開始 2月28臼(刊午前10時~

E前売戸斤f1j)j(セン芳一、クワトロード、

チケットぴあ、花水書j占、ヤンレイレコ

ド、稲光髭楽器底、サクラ書fJ{2ドl主

e 問い合わせ 市民センヨ

電話32 2235 
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一
月
最
後
の
臼
緩
日
の
一
二
十

尽
に
滋
樹
の
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
閤
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
臼
は
よ
く
靖
れ
て
気
温
も
低

く
、
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
小
学
生
、
中

学
生
序
与
口
わ
せ
て
、
約
三
百
五
十

人
の
唱
撃
た
ち
が
峯
ま
り
ま
レ
た
。

選
手
た
ち
は
、
三
月
七
日
の
本

大
会
へ
向
け
て
、
ひ
レ
C
汚
ご
と
に

タ
イ
ム
を
詐
り
、
自
分
の
記
録
を

史
新
し
て
い
こ
う
と
、
全
力
で
走

っ
て
い
ま
し
た
石

ス
タ
ン
ド
で
は
、
自
分
の
学
校

の
選
手
が
他
の
選
手
と
張
り
合
つ

工
い
る
と
、
ま
る
で
学
校
対
抗
の

レ
ー
ス
か
の
よ
う
に
声
を
猿
り
上

口
で
応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。
選

予
た
ち
も
そ
れ
に
応
え
る
た
め

に
、
ゴ
ー
ル
が
震
前
で
も
ス
ピ
ー

ド
を
緩
め
ず
に
、
力
強
く
走
り
抜

げ
て
い
ま
し
た
芯

走
り
終
わ
っ
た
選
手
た
ち
は
、

さ
す
が
に
記
録
が
気
に
な
る
よ
う

で
お
分
の
記
録
の
用
紙
を
目
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
ブ

を
間
関
き
ま
す

マ
金
な
大
会

・
2
汚
幻
日
(
日
)
9
時
神
奈
川
県
卓
球
選
手
権
大
会

e
2
河
川
内
白
(
討
)
9時、

3
月
7
臼
(
日
)
9時

神
奈
川
県
笑
業
団
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

・
3
月
刊
日
(
口
い
)
9時
平
塚
卓
球
協
会
長
杯
卓
球
大
会

市民のみなtさんと鑑賞ください
e 入場料燕料(入場自由)

じ封書建弱体] あゆみコール、グレース&せせらぎ、コールそれいゆ、コーJレ奨黒、コ ルユ 、

君主声合唱出コール・グリーン、ラ@カンパネラ、小さな合唱パールグループ、平揮混声合唱団、

平嘩少年少女合唱路、フラワーコール、コーノレ"シルバー、コーラスみずほ、ひまわり児童合

唱団、平塚YWCAコ ラス、ポコァ。ア・ボコ、金問フラワーコール、コール・スワン、コ-

Jいマリンフル一、:コールみなみはら、滋筒合唱桜美合、さきとりマミーコール、海南ミロワァ

テ、ひばり野コ ル、平場ジュニアコール、ふじみ妻子コーラス、まどかコーラス、コール圃ラ

ラ、花ホエコ 合唱部、コール・ブラックス、富士見台檎院コーラス凋好会

・務い合わせ 市民センター官童謡32-2235

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で

は
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
く
。

門

V
B程

1
コ
ー
ス

(
3
月
1
日
一
コ
ー
ス
加
入
、
捨
選
一
工
時
試
合
同
開
始

1
4
口
、
全

4

8
、
2
コ

ー

ス

一

三

品

料

九

下

円

一

三

百

場

平

塚

球

場

(
3
月
刊
日
尽
く
3

訪
日
、
全
4
国
)
一
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に
伎
一
マ
対
戦
力
!
日
横
浜
ベ
イ
ス
タ

e

時
間
午
後
6
持
部
分
1
8時
一
所
、
氏
名
、
年
齢
、
希
望
コ
ー
ス
…

1
ズ
対
僑
陪
ダ
イ
ヱ
]
ホ
ー
ク
ス

初

分

一

そ

記

入

の

う

え

、

2
月
初
弓
一
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…一一一一 言翠害警へ言明伊藩鐙鐙訟;守遜経畿緩遜畿轟 も盟主主註王見き
湯量智謀長島饗場緩鑓議議欝畿 ののらを定議

係 事 量 的 。 だ ん ふ 言 吾 凸 り 岸の海草葺とり G ててとでん

百長?雪男芸言ぞ嚢喜議案童宅号室警護支官主主主主
樫霊果 i先 v らとい〉んれしなしさ祭れ口 iこ気まあ。も
ニ~_ if2のた街。ていがまいいか殺がすめざ丞真

弓五 F25(民主82説伝説話
語夏時十32H泣き室戸弓性日
」広間 く位。を)あ海ずの狂的通 じ託事3

く〉気予討委主体事著書室(唱話31--3057)

。関親曝露 点球、バドミントン、ハ スケッ

C，軟式底球時)、ハレー (16時-)

2 J寺(刃)午後 1 時~8

勾 J守 ヨ〈汚) ノノ

く〉愛媛公E菜室宮然予著書宮(電話31--2136)

く金公主主緩体苦言童書〈電

o衿滋公主主緩惨事著書室(電話55-0239) 

く〉怒潟公E悪意書然資意書(議話31--2255)

ω開融撞Eヨ ノてレ ( 9時-)晶子〉、バドミン

トン、卓球 03時~16持〉、パスケッ下、 06

時---20時人

• 3 J寺ヨ〈月}午諸君 9時~午後 8

月ヨ {汚) I1 
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e 受講料 11.0削)Pl 前 期lJ[，jJ分、教材 校 別 )

3向田程(雨天は中山

2 U 16日棒 13:00--14: (抑

2 11 16LI・14: 30~15 : 20 

2日 16U ~ 15 : 30~16 : ()O 

3 U 17[J・ 15:00---16 00 

4臼 ・ 13:30--14 : 30 

4弓 伊 15 00-....16: 00 

5 写 13 30--13: 50 

5H  ~15:00----16:00 

9 El・ 13: 00--13 50 

98  ~14:00.....__.14 30 

9日 。 15:00''''''''16: 00 

10日 ・ 15 今 OO~印刷)

日臼 ・13: 00-.....13ザ 30

II日 013:40へ~14 : 30 

II臼~ 15 : 00---16 : 00 

128 司 13:30---14匂 30

126 ・15

t鼠小学校

7高 沢 小 学 校

吉沢公民館

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

万田貝塚市営住宅

焔陵中学校

樽小学校

福宝一与

豊田公民館

松が丘公民館

域島小字校

城島公民館

跨 崎 小 学 校

時，c.、寺

介する。 (1月16日-3月 7B) 

。 r太踊・欝22期 櫨 大 掲の全貌 (1まう)J

調期的に活動の増減を掛り返している太輔

の今回の活動期は、 1991年に雄大期となった。

投誌では、博物館で盟潤された太陽のデータ

をもとに太陽活動を解説する。(3月日日-5

119日)

・投臨時間静週土、日曜日白日時、 14時 (45

タナ担調〉

イ現覧# 100円(当日 9時から 1階カウンタ

ーで発売)

軍事鰭品コーナー
2月 2日

3月 2日

食間舘時間 9 時~16時50分

台体韓国 毎週月瞳日、月末

公博物留守制捜間町12--41 電話33-5111 

。シャガーJレ揮輸ギャラリーツアー

ー日時 2月27日 (Aコ ス)、日{召コー

ス) 013時~16時

・対象 小学生各20人く抽選〉

b 申し込み 2月20自まで児性揮はがきで

す千台渓アートギャラ

{なかよし咋品麗(絵画、工芸)1
e 期間 2月四日(木) -....23日(火〉

{端南養護学校高等部美嬬展]

期間 2月間日〈ホ) ~~ 3月 2日(火)

{抑彰会水彩画展3
期間 2月25日(木) ~-3 月 2 tl (火〉

[関村工房陶芸教室麗]

・期間 3月 3El (本) -9日(火)

Eパンの?と、 Jレナ e フローラ展}

領期間 3月 4日(木) ~ 9 El (j() 

和田造形絵画作品展3
ゃ期間 3月 10臼(ホ) ~lH:J (;/'() 

公開鵠時間 9 時30分~16時50分

カJtj]寄悪霊 fシャガーJf".長霊童5皇室j
今世紀の美術史拡大ききな足跡を残したマル

クーシャガールの挿画本 f悪童たちし「以心

伝 心j、[サーカス jや大型連作リトグラフな

ど、 87点が麗示されている。

@宰期 2月13日(土) ~3 月 218 (日〉

・開館時間 9時30分-16時50升(入場は16

時30分まで)

・観覧料 一般500円、大・高校生300円、中・

小学生100円

む記念:講講金

。臼時 2月286 (日) 14時 ~

事会場 美術館静守盆〈入場自出〉

a講師弟術評論家藤井久栄氏

横 題 シャガールの版画について

小説・文学

検察者 ノj叶健治

散さ長で三歩 草諜紳一

持者は勘九郎 f鶏容子

ゆきあいの空 渡辺史生

向処ヘ 渡辺淳一

伊良湖岬の殺人 山村美紗

透明な遺書 内問康夫

木に挨拶をする 内海経一郎

家庭・生活
おおらかに見 守 っ て あ げ と

平井信義

お見合いパーティー

ばーてい倶楽部

インテリア間違法 ノj、林祥晃

長沢節と風景たち f毛沢節

パンザイ/蔀ちゃんができた

西Jfi 潔

社会科学・その他
都市の20世紀 梅野弘

ピル・クリントン ジム・ムーア

金 利 ぞ 動 かす努たち 境問潮

風と員と 堺屋太一

※掲載した図書は購入した図書の一

部。詳しくは中央図書室富にお尋ねを。

合理実E霊会
。 2月218 (日)10時 .14時、 3轄ホーノレ

rアニ 123分

立どデコT狭E雷会
。 3丹 7臼(箆) 10時・ 14時、 3措ホーJレ

「機関車トーマス a パ}シ とハ口ルドJ

455-3ト

臼 3月 14日(日)10時明日時、 3糟ホール

rr~l パ-y--逃げ出す 40分

すこどもおはなし会
紙芝居や絵本、簡単な工作などを作って遊

4まう。

{中央図審輯こども童]

・開擢日 毎月第 1、 第 2、第 3、第 4木曜

日 15時~

[北慾響曲]

-開慌日 毎月第 2木曜日 15時~

公開舘時間

)<-日曜日 9 時~16時50づミト

(金曜日のみ、中史図書館の貸出室と害考室

は9時へ 18時50分)

三年体韓日 毎週月曜日、月末

背中央題審措

千 254境問町12.--41 電 話31-0115
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ゼ
ッ
ト
一

旬

窃

不

用

品

登

品

情

報

は

、

地

域

つ

く

り

(

小

学

校

1
1
2
年
間
、
同
4
1
b
年一

対

什

課

市

民

生

活

M
m
(

内
綿
一
一
六
一
一
一
)
用
)
、
布
お
む
つ
、

A
塑
ベ
ピ
ー
ヵ

ぱ

円

。

譲

り

た

い

物

女

子

用

自

転

車

(

同

1
、
金
卓
用
子
供
い
す
、

B
嬰
ベ
ピ
ー

努

J

、

H
y

、
日
刊
ン
)
、
男
女
各
子
世
服
(
身
長
力
1
、
ベ
ピ
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

回
j
k
J
M
m
H

ンM
U

、
ピ
ア
ノ
カ
バ
ー
、
制
シ
ー
ト
、
台
所
用
テ
ー
ブ
ル
と
い
す
4

2

道
用
は
か
ま
(
白
、
紺
)
、
ス
テ
レ
脚
、
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
タ
!
、

制
。
問
い
合
わ
せ
を
い
た
オ
、
身
体
障
害
者
電
動
力
!
ト
ノ
、
大
人
用
自
転
車
、
ひ
な
人
醇

時

ι決
ま
っ
て
い

Q
謹
っ
て
培
し
い
物
ベ
ピ
i
用
ハ
イ

幼児。 3週間から 8

3田空げる

第 2期第 1期的 3回目の接種目

から 1年以上 3年 6か月以内に l

図畳ける

臨接種方法市民病院 e 共辞補佐の

みで年間を通じて接種できる。接

種田は医師とこ千日誌を

盟料金無料

臨揮蹟証、母子韓康手帳を持者

3月 8日 午 後 1時四分-4時

お母さんと赤ちゃんの歯の帯生

3月15日 午前四時30分~午後 2時

時据中と産後昭栄養(調理実習}

覇蟻期〈妊掘 8か月以降の方〉

3月22日 午 後 1時30分-4時

お麗の進みJjと産桂白過ごし方

3月27口午前 9時30分-11時30分

〈ア〉

中里34--17 肇電話3十一回日

駅前パスターミナル 5番親中里

鮭由日向間行または諏訪町経由市

民病院行「箆癌センター前J下車

骨平壇樺留所

豊原町 2~21 霊童話32-0130 

駅前パスターミナル 2番綿華野

駅行「営林署前j 下車

輔畳付午桂 Z時-2時

韓合 唱樺瞳センター

盤母子韓麗守三蝿、筆記用具、富ブラ

シ(1麓 6か月児むみ〉を持参

[3か月!AJ
。3月 3日 4年日月 1E! ~lO日生

・3月17日 4年 11月 11日-20日生

・3月24日 4年 11'月21日-30日生

引車6カ、月党3
• 3月 2日 3年 9月 1日-10日 生

・3f198 3年 9月日日-......20日生

・3月 168 3年 9丹羽田-30日生

(3麓泥]

• 3月 4口 2草 1月 1自 -......10日生

官期間 3月 4日(木 -9EJ (jく)

会会場 ひらつか市民プラザ

合内容

3 Iヨ 4 日 ~9 U、作自時~午後 6時 30分

パネル終示(平塚市の消稜者行政コーナ

一、資料コーナー)

[]~7 E-J、今前10時~午後 5時

手づくり実湾教室、討議 m 消費者生活相

談。電気相談・東京電力コーナ一、暮らし

のクイズ

合同い合わせ先地場づくり課市民生活保

てY

生活関連物資価格調査表
消費生活モニター30人による 1月分の平均価格

。第 1
・議富市 鈴木葱三三氏

{市民病殊法‘尿器科部袋}

。第2務 ゆとりと重量かさを求め
@言講鮪荻療軍曹E記

(人材開発研究会代表〉

@問い合わせ 勤労金銭32-3355

く〉内容花き展示(品評会)

切り花、鉢物の開発
花に関する招談

-問い合わぜ畿運量競(内繍543)



〈お〉平成5輩記21'苦司王58

公
営
事
業
所
で
は
、
平
理
競
輪
場

内
に
あ
る
売
居
に
出
屈
を
希
議
さ
れ

る
方
自
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る

0

7
出
島
期
間
車
成
5
年
4
月
3
9

月

(
6
か
月
間
)

ザ
募
集
結
舗
特
輯
席
付
属
金
堂
2

眉
輔
、
位
食
売
居
9
活
輔
、
普
通
売

庖
6
居
舗
(
抽
選
)

マ
応
募
資
椙
①
市
内
に
l
年
以
上

お
仲
止
ま
い
で
、
性
民
畳
韻
ま
た
は
外

国
人
畳
韻
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
②

献
金
提
躍
は
調
理
師
、
ふ
ぐ
包
丁
師

等
免
許
薮
、
金
品
衛
生
費
妊
者
講
習

轄
了
証
書
、
普
通
売
屈
は
製
菓
衛
生

翻
等
免
許
証
、
金
品
衛
生
費
控
者
講

習
終
了
証
曹
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
方
が
い
る
と
と
③
希

襲
雪
る
売
践
と
悶
じ
業
轄
を
市
内
で

1
年
以
上
し
て
い
る
こ
と
③
市
税

な
ど
、
市
の
撤
収
金
を
樺
納
し
て
い

な
い
こ
と

な
お

2
関
連
続
し
て
出
届
し
た

方
は
申
し
込
め
な
い
。

aコ君主、

マ
持
書
す
る
物
①
住
民
票
ま
た
は

外
盤
人
畳
揖
樟
証
明
書
②
市
説
完

納
証
明
醤
(
詩
人
は
法
人
分
と
代
表

者
分
)
③
吊
印
鑑
(
社
説
は
不
要
)

@
営
難
許
可
書
⑤
各
資
格
(
免
許
)

誌
⑤
法
人
は
定
款
と
畳
記
簿
措
本

マ
受
付
期
間
2
丹
四
日
(
月
)

S
回
目
(
火
)

・
時
間
午
後
1
時
F
1
3
4
時

・
場
所
平
塚
競
輪
場
内
事
業
調

(
電
話
n
i三
九
一
一
…
五
)

マ
臼
時
2
月
回
目
「
土
)
午
後
1

時
却
分
5
3時

門

v
会
場
市
控
所
新
館
(
江
暢
中
学

校
北
側
)

マ
撞
頼
、
金
額

・
揖
え
置
き
型
国
M
M
型
一
千
百

円
、
醐
円
山
田
一
一
千
一
一
一
宮
内

・
埋
め
込
み
裂

m
M週
一
二
千
四

百
同

門

v
問
い
合
わ
せ
先
環
壇
掲
生
業
務

課
業
輯
係
(
内
綿
五
三

O
)

/
¥
 

マ
日
時

3
月
5
日
(
金
)
午
前
9

時
泊
分
1
日
時
四
分

守
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
圏
装
研
究
家
向
後
一
一
一
審

氏マ
内
容
春
夏
野
菜
の
作
り
方

選
語
法
で
は
、
議
柱
、
公
衆

電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
、
一
定
の

物
件
以
外
は
そ
の
対
象
と
な
ら

ず
、
ご
費
問
の
プ
レ
ー
ト
や
鉄

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
田
園
芸
相

談
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回

O
五九一一一)

国
連
協
会
草
塚
支
部
で
は
、
創
立

組
閣
年
を
記
念
し
て
オ
l
ス
hr
ラ
リ

ア
国
連
協
会
と
の
主
流
を
揮
め
る
た

め
の
視
察
担
員
を
募
集
す
る
。

マ
日
程
5
月
6
臼
S
M日

竹

v
コ
!
ス
平
埠
成
田
l
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
(
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、

メ
ル
ボ
ル
ン
、
シ
ド
ニ
ー
ほ
か
)

成
田
平
壕

8
泊
9
日

マ
定
員
叩
人
(
先
着
願
)

マ
参
加
費
一
一
十
五
万
八
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
韮
F
韓
交

流
親
善
担
当
(
内
綿
五
九
七
)

マ
呂
程

3
月
3
日
1
回
目
白
何
時
週

水
命
金
曜
日
、
会
8
凶

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時

V
会
場
福
祉
会
鵠

ヤ
定
員
却
人
(
先
着
踊
)

マ
申
込
先
障
害
福
叫
許
認
障
害
福
祉

部
(
内
鰻
一
二
一
一
)

-
安
田
官
託
盟
行
、
新
日
本
証
#
、

山
一
誌
券
、
三
菱
娘
一
竹
田
各
ま
ち
か

ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

{
平
嘩
書
道
協
会
書
道
農
}
2
月
9

板
も
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
プ
レ
ー
ト
を
議
議
し
て
い

る
方
に
自
主
的
に
撤
去
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ー
ト
を
撤
去
す

る
と
車
向
の
出
入
り
が
で
き
な

い
場
合
は
、
自
分
で
切
り
下
げ

工
事
の
申
請
(
道
路
自
費
工
事

日
(
大
)jti--
白
日
(
月
)

{
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
要
員
会
作

品
展
}
2
月
訪
日
(
火
)
I
1
3
3
月
8

日
(
月
)

神
奈
川
の
教
育
を
考
え
る
県
民
自

製
い
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

2
月
日
日
(
水
)
午
後
。

時
却
4
N
5
4
時

ヱ
ム
場
中
央
公
民
館

マ
内
容

事
講
横
「
動
物
の
子
育
て
に
学

ぶ
-
東
武
動
物
公
園
長
丙
山
畳

芯
雄
氏

・
尭
表
「
工
擢
つ
子
、
お
も
し
ろ

学
び
ラ
ン
ド
」
土
患
っ
子
を
育
て
る

会
、
「
ふ
れ
あ
い
、
し
り
あ
い
、
な

じ
み
あ
い
」
大
磯
の
教
育
を
推
進
す

る
町
民
会
議
は
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育
課
社

会
教
育
保
(
内
綿
五
二
四
)

海
洋
の
働
き
を
一
フ
1
マ
と
し
た
先

端
科
学
技
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
聞
か
れ

る。マ
臼
時

3
月
1
自
(
月
)
午
桂
2

時
1
5時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

第
2
会
議
烹

(
M
N
ピ
ル
口
階
)

寸
講
演
「
気
懐
変
動
と
地
球
規
模

施
行
展
認
申
議
)
を
し
、
承
認

キ
与
党
け
て
か
ら
ヱ
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
道
露
出
官
遜
諜
)

東
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
議
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
諌
広
務
担

当
(
内
線
コ
一
五
五
)
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

の
海
洋
顕
測
」
神
奈
川
大
学
理
学

部
長
字
本
世
彦
氏
、
寸
分
子
認
識

と
生
命
の
起
輝
」
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
教
授
グ
ス
タ
フ
・
ア
レ
ニ

ウ
ス
氏

マ
定
員
百
五
ι

十
人

マ
問
い
合
わ
せ
先
神
奈
川
大
学
知

識
情
報
研
究
所
(
寵
話
回
九
六
八

回
)県

立
平
塚
高
等
職
業
技
術
枝
で
は

平
成
5
年
度
4
月
入
校
の
技
補
校
生

を
轟
集
ヲ
る
。

マ
募
集
職
(
人
員
)
訓
練
期
間

mw
装
師
工
芸
(
日
人
)
1
年

②

イ
ン
テ
リ
ア
工
芸
(
加
入
)

A

年

③
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
工
(
加
入
)
6

か
月
③
住
宅
設
帯
施
工
(
加
入
)

6
か
丹
⑤
プ
ラ
ン
ト
施
工
(
知
人
)

6
か
月
骨
建
設
設
計
(
刊
人
)
6

か
月

マ
申
込
期
限

3
月
3
日
(
ホ
)

V
選
考
3
月
刊
日
(
ホ
)

マ
選
考
方
法
筆
記
試
験
(
国
語
、

数
字
)
、
面
接

マ
応
募
先
田
高
等
職
業
技
情
校

(
電
語
回
一
九
一
一
一
一
)

マ
日
程
4
月
1
日
(
木
)
1
6
月

日
日
(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
全
羽
田

・
時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
会
場
車
塚
商
て
会
議
所

マ
受
講
料
一
万
八
千
円

マ
申
込
期
間

3
月
1
日
(
月
)

3
H
臼
(
金
)

マ
申
込
先
平
場
商
工
会
議
所
(
電

話
m
i
一…五一

O)

消
防
本
部
で
は
、
災
害
時
に
設
開
院

さ
れ
る
臨
時
教
謹
所
で
看
護
活
動
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
く
看
護
委
員
を
畳

錯
し
て
い
る
。

マ
資
格
保
瞳
婦
、
助
産
婦
、
看
護

婦
(
士
)
、
準
看
護
婦
(
土
)
の
資

格
が
あ
り
、
か
つ
市
内
に
お
住
ま
い

で
災
害
時
広
は
協
力
で
き
る
方

マ
臨
時
救
謹
正
問
杏
霊
堂
商
院
、
帯

生
全
病
院
、
共
揖
病
院
、
市
民
病
院
、

平
副
都
球
場
、
な
で
し
こ
・
松
原
・
八

幡
・
大
野
・
神
田
・
豊
田
・
旭
'
金

目
小
学
校

門
V

畳
揖
先
消
防
本
部
防
災
課
(
内

綿
一
↓
一
五
七
)

公
共
下
水
道
と
水
道
使
用
料
が
4

月
か
ら
改
定
さ
れ
る
。
改
定
に
あ
た

り
、
福
祉
減
免
制
度
が
拡
大
さ
れ
る

の
で
お
尋
ね
を
。

{
公
共
下
水
滋
積
層
料
}

マ
改
定
内
容

1
立
方
れ
当
た
り
の

単
髄
開
門
(
水
道
等
の
月
間
龍
用
料

が
目
立
方
幻
以
下
の
場
合
)
が
日
円

に
な
る
な
ど
、
段
時
的
に
改
定
と
な

る。マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
料
務
課

佐
用
料
保
(
内
鵠
四
冗
一
一
)

〔
水
道
世
用
料
}

門

v
改
定
内
容
一
般
の
家
庭

(
1
か

月
白
立
方
灯
)
で
は
、
現
在
の
料
金

一
千
八
百
十
七
円
が
二
千
百
四
十
円

と
な
る
ロ

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
企
業
庁
水
道

局
平
塚
営
業
所
(
電
話
泣
二
七
一

一

)あたたかい
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
日
i

一
二
一
一
コ
一
ニ
)
へ
。

マ
社
金
構
特
番
金
へ

4

吏
友
会

…
万
八
千
六
百
五
十
円
、
パ
ー
ル
英

容
室
一
万
七
百
三
十
八
円
、
さ
く

ら
金
一
万
三
千
七
百
四
十
七
円
、

神
崇
川
歌
謡
選
盛
六
万
八
千
五
百

三
円
、
省
前
小
学
校
三
千
六
百
七

円
、
茅
沼
罰
百
六
千
六
百
三
十
七

円
、
高
原
商
忠
八
手
八
円
、
神
奈

川
県
生
命
保
積
協
会
湘
南
ブ
口
ッ
ク

金
五
十
万
円
、
信
総
商
事
七
万

八
千
四
百
四
十
五
円
、
平
埋
め
ぐ
み

幼
稚
霞
四
万
三
千
四
百
五
十
七

月
、
平
塚
五
月
会
四
万
円
、
神
奈

川
友
愛
会
議
平
副
都
地
区
間
盟
二
万

二
千
五
百
十
二
円
、
庇
建
設
現
理
会

五
千
一
一
河
口
二
↓
八
円
、
日
号
車
八

百
六
十
二
円
、
平
塚
南
部
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
昔
年
毘
…
万
七
千
百
六
十
五

円
、
ネ
パ
!
オ
ン
マ
ン
デ
ィ
ス
三

万
一
一
一
千
七
再
九
↓
三
円
、
熊
沢
武
司

三
万
円
、
平
理
市
仏
教
舎
十
八
万

一
一
一
千
四
百
十
七
円
、
一
一
一
菱
樹
脂
労
働

組
合
平
塚
支
部
十
五
万
九
千
円
、

西
森
美
樟
枝
一
一
一
千
円
、
か
ぐ
や
姫

一
万
七
千
二
百
七
十
九
円
、
共
和
技

開
コ
ン
ザ
ル
タ
ン
ツ
一
一
一
万
一
一
一
千
五

百
六
十
六
円
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
五

万
八
千
三
百
八
円
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

臨
弗
十
二
万
九
千
六
百
五
十
七

円
、
市
役
所
母
子
樟
九
千
五
十
…

丹
、
山
口
幸
恵
三
千
四
百
円
、
平

理
高
等
職
業
技
楠
枝
一
万
二
千
八

泊
三
十
円
、
車
両
官
剛
造
四
千
円
、

大
住
中
学
校
一
一
一
年
配
組
六
千
十
一

円
、
山
域
子
ど
も
の
京
一
一
…
千
七
百

四
十
八
円
、
さ
く
ら
会
@
影
塚
工
業
一

高
校
杜
会
福
祉
要
員
会
司
ー
か
な
が
わ
一

生
協
八
幡
ブ
ロ
ッ
ク
各
五
千
円
、

横
浜
ヱ
イ
ロ
タ
イ
ツ
プ
会
社
品
ヴ
間

募
金
口
各
七
万
円
、
平
塚
パ
ブ
テ

ス
ト
教
会
田
代
四
海
子
各
二
万

円
、
鹿
名
(
問
件
)
二
万
治
千
七

百
二
十
一
一
円

守
閣
児
童
描
祉
へ
申
紺
能
彦
一
二
万

円
、
匿
名
古
一
件
)
一
一
千
円

マ
杜
金
構
祉
へ

a

鶴
崎
輝
夫
四

千
円
、
中
原
中
学
校
院
議
来
チ
ャ
リ

テ
ィ
?
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
参
加
者
一

向
…
万
一
千
三
百
円

マ
交
通
議
児
へ
咽
一
柳
川
し
げ
子

二
万
円
、
平
塚
パ
フ
テ
ス
ト
教
会

一
万
円
、
平
塚
市
中
心
掛
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
一
万
五
千
八
百
八
十

二
円
、
泉
業
一
一
千
円
、
小
林
レ

5

ン
タ
カ
l
二
万
一
千
六
百
十
円

敬

γ
念
ヘ
弘
害
容
ハ
暗

府

議

{

剤

、

禿

鷲

脚

ス

yf機
上
警

5

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
据
興

財
団
安
塚
球
場
内
'
電
話
回
。

一
O
一一)へ。

マ
ス
ポ
ツ
掻
興
基
金
へ
'
監
名

一
万
八
千
六
宵
円

みども}基金
問
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園
課

み
ど
り
推
進
部
(
内
綿
四
二
五
)
へ

0

7
み
ど
り
護
金
へ
年
金
自
公
民
館

運
営
香
員
会
一
万
九
百
円
、
太
田

明
子
五
千
円
、
平
山
都
市
ゴ
ル
フ
協

会
事
無
名
会
各
十
万
円
、
み
ど
り

基
金
募
金
箱
一
万
一
千
九
百
十
五

円
い
ら
な
く
な
っ
た
樹
木
を
斡
(
あ

っ
)
旋
し
て
い
る
。
希
望
さ
れ
る
方

は
み
ど
り
公
閤
課
み
ど
り
推
進
係

(
内
綿
四
二
五
)
へ
。

な
お
、
輯
木
は
譲
ら
れ
る
カ
の
ご

ま
躍
に
あ
る
た
め
、
移
植
の
障
の
費

用
に
つ
い
て
は
譲
り
聖
位
る
方
の
負

担
と
な
る
。
ご

γ
及
を
o

hv
お
語
り
す
る
樹
木
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
(
樹
高
3
-
5
M
)
1
本

く〉ご協力ありがとうございました (1月)
一 敬 称 略

構製沖所、平壇税務署、 Eヨ本たはと産業開発技術

セ ン 安 一 、 日 本 た ば こ 震 業 平 揮 工 場、古河電気工業

平塚事業所(以と間体のみ)

。自宅霊
2 月 20日

(土)10碍~

15時30分紅谷

パールロード

意動主 主学離母管とく恵、もだと バ殺事h 窓 A てで分は 出て否め
さがの校せさ動きれつ僕しき 戸帆ぷ議緩緩緩量~ A つ君いと自だ小会い定な「
れ呂中になん約かまての、か 16う緩務懇欝灘1~ 君て依るら身め学いる的んど
る g~ 入かはにらしいこおら f会副拶白~~鳴lfO' はい白 えをなささま子なだう
こち子学つ心 11務たると父し 材攻油換哩i過熱演ぺ勺るよ子入、歪子をす供イ」せ
と 、会した関己動ち。もをどきか え議Lぶl~長ブ曙欝o?.. たのをでやA'な生。たメと何

事量き玉吉主Z事会25主主基辺え長当主2之さ富毛主芝生2 2ム主主
くかならで日寺のがはとなおて 祭努姦努努姦補訴索努事禁 よなどをイ」君主 義 ぃ 分

苦言語岐守てき町間宮ぷごみ孟;ム主主計き千円主主民
ま注 lT教 小をお、いてとんり J 長調鰍議い。とでしジ忠僕 くえをだ

でるふ的るあに己 り け メ こ 友 金 智 略 ザ喝鞭V 句槽F メんがでなはま っとり問し
し 気くなな」もイそまてツろ 一欄研究所〈お)5535 よだんき言だで A てこに警た

詩日ヲ::;子むお僕ってだめな子?三572間前HiHiz
o く皐メいが三でばこ長室 つ否もたく怠人うまよき

主宗0>;ほろはー 与懇Zえ忘宅翼民三存A25富三震えと宮手元2よZ控

ドEiH55き3125き持SZ??25222A立主要
、ゃく定れな僕屈 な 続 う と は 、 るをにえっ。いイなはつつ前今 ないかは

平
塚
の
石
仏
で
は
、
馬
頭
観
音
部
の
丘
陵
地
帯
に
多
い
傾
向
に
あ

も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
る
こ
と
で
す
。

菩
穣
(
ぽ
さ
つ
)
と
し
て
の
鏡
年
代
が
部
ま
れ
て
い
る
も
の
で

音
は
変
化
観
音
と
い
っ
て
さ
ま
ざ
は
、
間
崎
の
入
山
澱
公
民
館
協
と

ま
な
獲
を
も
っ
て
お
り
、
鳥
類
閣
制
御
殿
の
地
蔵
堂
に
宝
震
十
年
(
一

点
目
も
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
、
総
っ
七
六

O)、
大
神
に
は
明
和
二
年

た
顔
立
ち
の
念
怒
(
ふ
ん
ぬ
)
像
(
一
七
六
六
)
、
下
吉
沢
に
は
間
刊

に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
音
の
議
六
年
(
一
七
七

O
)
の
も
の
が
あ

立
ち
は
議
悲
像
が
一
般
的
℃
す
の
り
、
十
八
役
紀
中
ご
ろ
か
ら
建
立

で
、
馬
頭
観
音
は
珍
し
い
存
在
と
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

い

え

ま

す

。

ま

す

。

4
7
品
怒
像
の
顔
が
三
十
聞
と
、
四
本
地
区
別
に
は
土
震
で
は
二
十
一

あ
る
い
は
八
本
の
乎
、
さ
ら
に
頚
甘
語
、
上
吉
沢
十
基
、
預
金
口

の
上
に
馬
の
援
を
彫
っ
た
の
が
典
廿
語
、
下
吉
沢
・
八
幡
名
六
義
、

裂
約
な
馬
頭
観
音
像
で
す
。
し
か
金
自
'
入
田
町
・
平
塚
杢
四
国
・

し
、
平
塚
の
能
川
鋭
説
音
は
、
怒
怒
に
各
五
議
で
、

像
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
慈
悲
見
ら
れ
ま
す
。

荷量賓東稼7の馬車藁聾語審

(年代不祥)

像
が
彫
ら
れ
、
南
端
〈
し
よ
う
)
馬
鎮
鰻
音
は
家
て
飼
っ
て
い
た

観
音
と
の
見
分
け
は
、
頭
上
に
馬
湾
が
死
ん
だ
と
き
、
あ
る
い
は
馬

の
頚
が
あ
る
か
な
い
か
に
よ
り
ま
を
持
つ
仲
間
が
出
品
川
の
健
康
や
安
全

す

。

を

祈

願

し

て

一

建

て

た

も

の

で

す

。

平
塚
市
境
で
は
、
こ
う
し

F属
馬
の
名
前
や
「
鹿
毛
(
か
げ
)
一

頭
観
音
が
百
十
九
議
後
認
で
き
、
「
栗
毛
」
な
ど
の
毛
の
色
、
死
ん

数
の
上
で
は
道
視
持
地
蔵
、
庚
だ
年
月
白
を
刻
ん
で
供
養
し
た
も

申
(
こ
う
し
ん
)
塔
な
ど
と
と
も
の
や
、
馬
入
に
は
安
政
五
年
(
一

に
代
表
的
な
石
仏
と
な
っ
て
い
ま
八
五
八
)
に
、
「
当
所
罵
持
中
」

す

。

の

五

人

が

世

話

人

に

な

っ

て

建

立

さ
て
、
百
十
九
基
の
馬
頭
観
音
し
た
塔
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

を
調
べ
て
い
く
と
、
大
き
く
三
つ
建
立
し
た
塔
に
は
、
盆
や
託
泊

の
特
色
が
あ
る
の
が
分
か
り
ま
に
花
や
供
物
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
一
つ
自
は
ほ
と
ん
ど
が
す
し
、
南
原
の
東
町
て
は
、
毎
年

慈
悲
像
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
自
は
八
月
十
八
臼
に
等
莫
の
館
内
頭
説
誉

年
代
的
に
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
の
前
に
集
ま
り
、
供
養
の
+
弘
が

昭
和
初
販
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
。
そ
し
て
三
つ
自
に
は
市
域
丙
(
博
物
館
主
任
学
茶
員
小
品
川
夜
之
)
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